
（別紙２）

１．作成年月日及び作成担当部署

作成年月日：令和5年10月1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成担当部署：総合政策部企画政策課

２．外郭団体名等【令和5年3月31日現在】

外郭団体名：宮崎市フェニックス自然動物園管理株式会社

外郭団体所在地：宮崎市大字塩路字浜山3082番地42 電話番号：（0985）39-1306

設立年月日：平成13年9月1日 ホームページ：http://www.miyazaki-city-zoo.jp/

３．資本金 　　　　　　50,000　　千円 （宮崎市の出資割合　96％）

（令和5年3月31日現在）

４．事業内容【令和4年度】

５．財務状況【令和4年度決算】

６．役職員の状況【令和5年3月31日現在】

７．外郭団体への関与の状況【令和4年度決算】
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８．宮崎市による監査結果【令和4年度】

９.宮崎市による点検評価の結果

１０．その他の特記事項

宮崎市外郭団体の指導に関する指針に基づく外郭団体に関する情報公開様式

宮崎市フェニックス自然動物園及びフローランテ宮崎の管理運営

金額（千円） 金額（千円）

R2年度 R3年度 R4年度 R2年度 R3年度 R4年度

総資産 203,904 220,142 189,879 総収入（＝売上高＋営業外収益＋特別利益） 625,450 638,002 738,696

負債 102,731 125,100 125,326 （うち地方公共団体からの補助金・委託金） (243,942) (230,398) (232,739)

（うち有利子負債） (40,000) (40,000) (40,000) 経常損益 6,435 ▲ 6,729 ▲ 30,286

資本 101,173 95,042 64,553 当期損益 6,233 ▲ 6,132 ▲ 30,489

累積欠損金 - - - 減価償却前当期損益 6,337 ▲ 5,762 ▲ 30,072

役員数（うち宮崎市の出向者・退職者） 役員平均年齢 役員の平均年収（千円） 職員数（うち宮崎市の出向者・退職者） 職員平均年齢 職員の平均年収（千円）

5（2） 60 6,167 62（1） 44 3,479

金額（千円）

R2年度 R3年度 R4年度

補助金（助成金） 0 0 0

利子補給金 0 0 0

税の減免額 0 0 0

その他（　　　　　） 0 0 0

小　計 0 0 0 －

損失補償契約に伴う金利軽減額 0 0 0

出資金、低利貸付等に伴う機会費用 0 0 0

小　計 0 0 0 －

合　計 0 0 0 －

（参　考）委託料 243,932 230,398 232,739 －

金額（千円）

R2年度 R3年度 R4年度

損失補償契約に係る債務残高 0 0 0

貸付金残高 0 0 0

出資金 48,000 48,000 48,000 宮崎市出資金　会社設立のための資本金動物園運営に必要な経費2ヶ月分

合　計 48,000 48,000 48,000 －

適正かつ効率的に執行されている。

項　目 項　目

項目 備考（目的、内容、算出根拠等）

項目 備考（目的、内容、算出根拠等）

経営状況についての予備的診断における評価 Ａ
Ａ：経営努力を行いつつ事業は継続、Ｂ：事業内容の大幅見直し等による抜本的な経営改善が必要、
Ｃ：深刻な経営難の状況にあり、経営の観点からは事業の存廃も含めた検討が必要

今後の方向性
動物園やフローランテの管理運営という指定管理業務だけでなく、各施設での自主事業や集客イベントを積極的に展開し、今後も入園者を
増やし滞在型の施設となるよう各施設の魅力アップやサービス向上に取り組んでもらうよう指導する。また、両施設ともに、より自立的で
安定的な経営状況となるよう経営状況の把握・指導をしていく。

その他
動物園については、専門的な知識と豊富な経験を活かして動物に関するイベントや広報を行うように指導し、フローランテについては、季
節ごとのイベントの中でも小中規模のイベントを定期的に開催する等、入園者数増に向けた取組を積極的に行うよう指導した。

宮崎市フェニックス自然動物園管理株式会社は、動物園の管理運営を目的として設立した団体である。平成15年からフローランテ宮崎と合わせて相互に連携し
た管理運営をすることで経費削減に努め、利用者の増加を図り、また本市の観光拠点として発展させてきた。
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